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と中間化合物について研究した結果をのべている。 UN と CeN が完全国溶体を形成すること、また TiC
への UC の固溶度は極めて小さいこと、 VC-UC系では1700 0C ~20000C でともに数%以内であること、
UN 中への TiN 、 VN の固溶度はそれそ、、れ10mol %、 5 mol%であることなどの結果を示している。また
中間化合物UVC2 および、UVN2-x がともに orthorhombic 構造であることを確認し、それぞれの格子定
数を測定している。







第 5 章はウラン炭チッ化物、ウランーセリウム混合炭チッ化物の熱膨脹を X線的に調べた結果をの
べている口混合炭チッ化物では炭素含有量にかかわらず膨脹係数は約8.64 X 10-6 FC であり、ウラン炭
チッ化物では炭素含有量とともに膨脹係数が増加することを見出している。
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第 6 章は結論で以上の結果をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は高速炉用核燃料として有望視されているウラン炭化物、チッ化物、炭チッ化物およびプル
トニウムを模擬したウランーセリウム炭化物、チッ化物、炭チッ化物の製造方法と核燃料被覆材料と
の両立性ならびに高温における熱膨脹について研究したものである。純度のよいこれら核燃料物質を
製造する方法は従来とも困難な問題であった。この論文ではこの点を解決するとともに、これらの純
度のよい材料を用い、核燃料物質相互間、ならびに遷移金属化合物との固溶性を各種の温度で精密に
測定し、多くの相図を提出している。また被覆材との両立性の研究より、反応性の少ない合金を開発
し、さらに核燃料物質の高温熱膨脹を X線により測定することにより、核燃料の高温における挙動に
対し有力な知見を与えている。これら一連の基礎的研究は核燃料工学ならびに工業の発展に寄与する
ところが大きい。
よって博士論文として価値あるものと認める。
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